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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
熱媒を加熱する加熱器と熱消費端末とに亘る循環路に沿って熱媒を循環させる熱媒循環手
段と、
前記熱媒循環手段による熱媒の循環流量と前記加熱器の加熱作動とを制御する加熱制御手
段とが設けられ、
前記加熱制御手段が、前記熱消費端末への熱媒供給要求があると、前記加熱器による熱媒
の加熱温度が前記熱消費端末に応じた目標温度になるように前記循環流量、又は、前記加
熱器の加熱量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくなると、前記加熱器の加熱作動を
停止させる加熱制御を実行するように構成されている熱媒循環式加熱装置であって、
前記加熱制御手段が、前記加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前
記加熱器を通過した熱媒の温度が目標温度になるように、前記循環流量を制御する余熱回
収用加熱制御を実行するように構成されている熱媒循環式加熱装置。
【請求項２】
前記熱消費端末が、給湯路が上部に接続された貯湯タンクで構成され、
前記加熱制御手段が、前記貯湯タンク内への貯湯要求があると、前記加熱器による熱媒の
加熱温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御し、かつ、前記貯湯要求がな
くなると、前記加熱器の加熱作動を停止させる貯湯用加熱制御を実行するとともに、前記
貯湯用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した
熱媒の温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御して前記貯湯タンク内に貯
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湯する余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている請求項１記載の熱媒循環式加
熱装置。
【請求項３】
前記熱消費端末が、前記循環路に互いに並列に設けた暖房用端末と、給湯路が上部に接続
された貯湯タンクとで構成され、
前記熱媒循環手段が、前記貯湯タンク内に貯湯されるように熱媒を循環させる貯湯運転状
態と、前記加熱器にて加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱媒を循環させる
暖房運転状態とに切り換え自在に構成され、
前記加熱制御手段が、前記暖房用端末への熱媒供給要求があると、前記熱媒循環手段を前
記暖房運転状態に切り換えて、前記加熱器による熱媒の加熱温度が暖房用目標温度になる
ように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくなると、前記加熱器の加熱
作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに、前記暖房用加熱制御の実行を終了
した後に、前記熱媒循環手段を前記貯湯運転状態に切り換えて、加熱作動が停止されてい
る前記加熱器を通過した熱媒の温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御し
て前記貯湯タンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている請求
項１記載の熱媒循環式加熱装置。
【請求項４】
前記熱消費端末が、前記循環路に互いに並列に設けた暖房用端末と、給湯路が上部に接続
された貯湯タンクとで構成され、
前記熱媒循環手段が、前記貯湯タンク内に貯湯されるように熱媒を循環させる貯湯運転状
態と、前記加熱器にて加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱媒を循環させる
暖房運転状態とに切り換え自在に構成され、
前記加熱制御手段が、前記暖房用端末への熱媒供給要求があると、前記熱媒循環手段を前
記暖房運転状態に切り換えて、前記加熱器による熱媒の加熱温度が暖房用目標温度になる
ように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくなると、前記加熱器の加熱
作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに、前記暖房用加熱制御の実行を終了
した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した熱媒の温度が暖房用目標温度
になるように前記循環流量を制御して前記暖房用端末に供給する余熱回収用加熱制御を実
行するように構成されている請求項１記載の熱媒循環式加熱装置。
【請求項５】
前記貯湯タンク内に所定量の温水を所定時間までに貯湯する予約貯湯運転が指令されてい
るときには、前記加熱制御手段が、前記暖房用加熱制御の実行を終了した後に、前記熱媒
循環手段を前記貯湯運転状態に切り換えて、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過
した熱媒の温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御して前記貯湯タンク内
に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている請求項４記載の熱媒循環
式加熱装置。
【請求項６】
前記熱消費端末が、暖房用端末で構成され、
前記熱媒循環手段が、前記加熱器にて加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱
媒を循環させる暖房運転状態で熱媒を循環させるように構成され、
前記加熱制御手段が、前記暖房用端末への熱媒供給要求があると、前記加熱器による熱媒
の加熱温度が暖房用目標温度になるように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要
求がなくなると、前記加熱器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに
、前記暖房用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通
過した熱媒の温度が暖房用目標温度になるように前記循環流量を制御して前記暖房用端末
に供給する余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている請求項１記載の熱媒循環
式加熱装置。
【請求項７】
前記余熱回収用加熱制御において、設定最小循環流量で循環を開始させて、前記加熱器を
通過した熱媒が目標温度範囲の温度を越えて加熱されているか否かを判定し、前記目標温
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度範囲を越えて加熱されていると判定したときは、前記目標温度範囲内に加熱されるまで
、現在の循環流量に設定流量を加算した循環流量で循環させる循環流量増大制御を繰り返
し実行するように構成されている請求項１～６のいずれか１項記載の熱媒循環式加熱装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、熱媒を加熱する加熱器と熱消費端末とに亘る循環路に沿って熱媒を循環させる
熱媒循環手段と、前記熱媒循環手段による熱媒の循環流量と前記加熱器の加熱作動とを制
御する加熱制御手段とが設けられ、前記加熱制御手段が、前記熱消費端末への熱媒供給要
求があると、前記加熱器による熱媒の加熱温度が前記熱消費端末に応じた目標温度になる
ように前記循環流量、又は、前記加熱器の加熱量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がな
くなると、前記加熱器の加熱作動を停止させる加熱制御を実行するように構成されている
熱媒循環式加熱装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
上記熱媒循環式加熱装置では、従来、熱消費端末への熱媒供給要求があると、加熱器によ
る熱媒の加熱温度が熱消費端末に応じた目標温度になるように、熱媒循環手段による熱媒
の循環流量、又は、加熱器の加熱量を制御し、熱媒供給要求がなくなると、加熱器の加熱
作動を停止させるとともに、熱媒循環手段による熱媒の循環を停止する加熱制御を実行す
るように構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このため、加熱制御の実行を終了した後の、加熱作動を停止させた加熱器に熱媒を加熱で
きる余熱があっても、その余熱を熱消費端末において有効活用できない欠点がある。
【０００４】
本発明は上記実情に鑑みてなされたものであって、加熱制御の実行を終了した後の、加熱
作動を停止させた加熱器の余熱を熱消費端末において有効活用できるようにすることを目
的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明の特徴構成は、熱媒を加熱する加熱器と熱消費端末とに亘る循環路に
沿って熱媒を循環させる熱媒循環手段と、前記熱媒循環手段による熱媒の循環流量と前記
加熱器の加熱作動とを制御する加熱制御手段とが設けられ、前記加熱制御手段が、前記熱
消費端末への熱媒供給要求があると、前記加熱器による熱媒の加熱温度が前記熱消費端末
に応じた目標温度になるように前記循環流量、又は、前記加熱器の加熱量を制御し、かつ
、前記熱媒供給要求がなくなると、前記加熱器の加熱作動を停止させる加熱制御を実行す
るように構成されている熱媒循環式加熱装置であって、前記加熱制御手段が、前記加熱制
御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した熱媒の温度が
目標温度になるように、前記循環流量を制御する余熱回収用加熱制御を実行するように構
成されている点にある。
【０００６】
〔作用〕
加熱制御手段が、熱消費端末への熱媒供給要求があると、加熱器による熱媒の加熱温度が
熱消費端末に応じた目標温度になるように、熱媒循環手段による熱媒の循環流量、又は、
加熱器の加熱量を制御し、かつ、熱媒供給要求がなくなると、加熱器の加熱作動を停止さ
せる加熱制御を実行する。
【０００７】
そして、その加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている加熱器を通過し
た熱媒の温度が加熱器の余熱で目標温度になるように、熱媒循環手段による熱媒の循環流
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量を制御する余熱回収用加熱制御を実行する。
【０００８】
〔効果〕
加熱作動を停止させた加熱器の余熱で目標温度に加熱した熱媒を、加熱器と熱消費端末と
に亘る循環路に沿って循環させることができるので、加熱制御の実行を終了した後の加熱
器の余熱を熱消費端末において有効活用できる。
【０００９】
請求項２記載の発明の特徴構成は、前記熱消費端末が、給湯路が上部に接続された貯湯タ
ンクで構成され、前記加熱制御手段が、前記貯湯タンク内への貯湯要求があると、前記加
熱器による熱媒の加熱温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御し、かつ、
前記貯湯要求がなくなると、前記加熱器の加熱作動を停止させる貯湯用加熱制御を実行す
るとともに、前記貯湯用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前記
加熱器を通過した熱媒の温度が貯湯用目標温度になるように前記循環流量を制御して前記
貯湯タンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている点にある。
【００１０】
〔作用〕
加熱制御手段が、貯湯タンク内への貯湯要求があると、加熱器による熱媒の加熱温度が貯
湯用目標温度になるように循環流量を制御し、かつ、貯湯要求がなくなると、加熱器の加
熱作動を停止させる貯湯用加熱制御を実行する。
【００１１】
そして、貯湯用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている加熱器を通過
した熱媒の温度が加熱器の余熱で貯湯用目標温度になるように循環流量を制御して貯湯タ
ンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行する。
【００１２】
〔効果〕
加熱器の余熱で貯湯用目標温度に加熱した熱媒を、加熱器と貯湯タンクとに亘る循環路に
沿って循環させることができるので、貯湯用加熱制御の実行を終了した後の加熱器の余熱
を貯湯用に有効活用できる。
【００１３】
請求項３記載の発明の特徴構成は、前記熱消費端末が、前記循環路に互いに並列に設けた
暖房用端末と、給湯路が上部に接続された貯湯タンクとで構成され、前記熱媒循環手段が
、前記貯湯タンク内に貯湯されるように熱媒を循環させる貯湯運転状態と、前記加熱器に
て加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱媒を循環させる暖房運転状態とに切
り換え自在に構成され、前記加熱制御手段が、前記暖房用端末への熱媒供給要求があると
、前記熱媒循環手段を前記暖房運転状態に切り換えて、前記加熱器による熱媒の加熱温度
が暖房用目標温度になるように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくな
ると、前記加熱器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに、前記暖房
用加熱制御の実行を終了した後に、前記熱媒循環手段を前記貯湯運転状態に切り換えて、
加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した熱媒の温度が貯湯用目標温度になるよう
に前記循環流量を制御して前記貯湯タンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行するよ
うに構成されている点にある。
【００１４】
〔作用〕
加熱制御手段が、暖房用端末への熱媒供給要求があると、熱媒循環手段を暖房運転状態に
切り換えて、加熱器による熱媒の加熱温度が暖房用目標温度になるように循環流量を制御
し、かつ、熱媒供給要求がなくなると、加熱器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を
実行する。
【００１５】
そして、暖房用加熱制御の実行を終了した後に、熱媒循環手段を貯湯運転状態に切り換え
て、加熱作動が停止されている加熱器を通過した熱媒の温度が加熱器の余熱で貯湯用目標
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温度になるように循環流量を制御して貯湯タンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行
する。
【００１６】
〔効果〕
加熱器の余熱で貯湯用目標温度に加熱した熱媒を、加熱器と貯湯タンクとに亘る循環路に
沿って循環させることができるので、暖房用加熱制御の実行を終了した後の加熱器の余熱
を貯湯用に有効活用できる。
【００１７】
請求項４記載の発明の特徴構成は、前記熱消費端末が、前記循環路に互いに並列に設けた
暖房用端末と、給湯路が上部に接続された貯湯タンクとで構成され、前記熱媒循環手段が
、前記貯湯タンク内に貯湯されるように熱媒を循環させる貯湯運転状態と、前記加熱器に
て加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱媒を循環させる暖房運転状態とに切
り換え自在に構成され、前記加熱制御手段が、前記暖房用端末への熱媒供給要求があると
、前記熱媒循環手段を前記暖房運転状態に切り換えて、前記加熱器による熱媒の加熱温度
が暖房用目標温度になるように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくな
ると、前記加熱器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに、前記暖房
用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した熱媒
の温度が暖房用目標温度になるように前記循環流量を制御して前記暖房用端末に供給する
余熱回収用加熱制御を実行するように構成されている点にある。
【００１８】
〔作用〕
加熱制御手段が、暖房用端末への熱媒供給要求があると、熱媒循環手段を暖房運転状態に
切り換えて、加熱器による熱媒の加熱温度が暖房用目標温度になるように循環流量を制御
し、かつ、熱媒供給要求がなくなると、加熱器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を
実行する。
【００１９】
そして、暖房用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている加熱器を通過
した熱媒の温度が加熱器の余熱で暖房用目標温度になるように循環流量を制御して暖房用
端末に供給する余熱回収用加熱制御を実行する。
【００２０】
〔効果〕
加熱器の余熱で暖房用目標温度に加熱した熱媒を、加熱器と暖房用端末とに亘る循環路に
沿って循環させることができるので、暖房用加熱制御の実行を終了した後の加熱器の余熱
を暖房用に有効活用できる。
【００２１】
また、暖房用端末への熱媒供給要求は、一般に、設定暖房温度を維持するに必要な熱量が
不足するようになると発生し、最小供給可能熱量が要求熱量より多い時、熱媒供給要求は
間欠的に発生することになるが、熱媒供給要求がなくなった後も、加熱器の余熱を暖房用
端末に供給できるので、次回の熱媒供給要求が発生するまでの時間間隔が、加熱器の余熱
を暖房用端末に供給しない場合に比べて長くなり、その結果、加熱制御手段による加熱器
の加熱作動の頻繁な入り切りを防止することができる。
【００２２】
ちなみに、熱媒供給要求がなくなった後に、加熱器の余熱で加熱した熱媒を暖房用端末に
供給するので、暖房用端末における加熱量に多少のオーバーシュートが生じるが、その影
響は無視できる程度と考えられる。
【００２３】
請求項５記載の発明の特徴構成は、前記貯湯タンク内に所定量の温水を所定時間までに貯
湯する予約貯湯運転が指令されているときには、前記加熱制御手段が、前記暖房用加熱制
御の実行を終了した後に、前記熱媒循環手段を前記貯湯運転状態に切り換えて、加熱作動
が停止されている前記加熱器を通過した熱媒の温度が貯湯用目標温度になるように前記循
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環流量を制御して前記貯湯タンク内に貯湯する余熱回収用加熱制御を実行するように構成
されている点にある。
【００２４】
〔作用〕
貯湯タンク内に所定量の温水を所定時間までに貯湯する予約貯湯運転が指令されていると
きには、加熱制御手段が、暖房用加熱制御の実行を終了した後に、熱媒循環手段を貯湯運
転状態に切り換えて、加熱作動が停止されている加熱器を通過した熱媒の温度が加熱器の
余熱で貯湯用目標温度になるように循環流量を制御して貯湯タンク内に貯湯する余熱回収
用加熱制御を実行する。
【００２５】
〔効果〕
予約貯湯運転が指令されているときには、加熱器の余熱で貯湯用目標温度に加熱した熱媒
を、加熱器と貯湯タンクとに亘る循環路に沿って循環させることができるので、暖房用加
熱制御の実行を終了した後の加熱器の余熱を予約貯湯用に有効活用できる。
【００２６】
請求項６記載の発明の特徴構成は、前記熱消費端末が、暖房用端末で構成され、前記熱媒
循環手段が、前記加熱器にて加熱した熱媒を前記暖房用端末に供給する形態で熱媒を循環
させる暖房運転状態で熱媒を循環させるように構成され、前記加熱制御手段が、前記暖房
用端末への熱媒供給要求があると、前記加熱器による熱媒の加熱温度が暖房用目標温度に
なるように前記循環流量を制御し、かつ、前記熱媒供給要求がなくなると、前記加熱器の
加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を実行するとともに、前記暖房用加熱制御の実行を
終了した後に、加熱作動が停止されている前記加熱器を通過した熱媒の温度が暖房用目標
温度になるように前記循環流量を制御して前記暖房用端末に供給する余熱回収用加熱制御
を実行するように構成されている点にある。
【００２７】
〔作用〕
加熱制御手段が、暖房用端末への熱媒供給要求があると、加熱器による熱媒の加熱温度が
暖房用目標温度になるように循環流量を制御し、かつ、熱媒供給要求がなくなると、加熱
器の加熱作動を停止させる暖房用加熱制御を実行する。
【００２８】
そして、暖房用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されている加熱器を通過
した熱媒の温度が暖房用目標温度になるように循環流量を制御して暖房用端末に供給する
余熱回収用加熱制御を実行して、熱媒を加熱器の余熱で暖房用目標温度に加熱する。
【００２９】
〔効果〕
加熱器の余熱で暖房用目標温度に加熱した熱媒を、加熱器と暖房用端末とに亘る循環路に
沿って循環させることができるので、暖房用加熱制御の実行を終了した後の加熱器の余熱
を暖房用に有効活用できる。
【００３０】
また、暖房用端末への熱媒供給要求は、一般に、設定暖房温度を維持するに必要な熱量が
不足するようになると発生し、最小供給可能熱量が要求熱量より多い時、熱媒供給要求は
間欠的に発生することになるが、熱媒供給要求がなくなった後も、加熱器の余熱を暖房用
端末に供給できるので、次回の熱媒供給要求が発生するまでの時間間隔が、加熱器の余熱
を暖房用端末に供給しない場合に比べて長くなり、その結果、加熱制御手段による加熱器
の加熱作動の頻繁な入り切りを防止することができる。
【００３１】
ちなみに、熱媒供給要求がなくなった後に、加熱器の余熱で加熱した熱媒を暖房用端末に
供給するので、暖房用端末における加熱量に多少のオーバーシュートが生じるが、その影
響は無視できる程度と考えられる。
【００３２】
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請求項７記載の発明の特徴構成は、前記余熱回収用加熱制御において、設定最小循環流量
で循環を開始させて、前記加熱器を通過した熱媒が目標温度範囲の温度を越えて加熱され
ているか否かを判定し、前記目標温度範囲を越えて加熱されていると判定したときは、前
記目標温度範囲内に加熱されるまで、現在の循環流量に設定流量を加算した循環流量で循
環させる循環流量増大制御を繰り返し実行するように構成されている点にある。
【００３３】
〔作用〕
余熱回収用加熱制御において、設定最小循環流量で循環を開始させて、加熱器を通過した
熱媒が目標温度範囲の温度を越えて加熱されているか否かを判定し、目標温度範囲を越え
て加熱されていると判定したときは、目標温度範囲内に加熱されるまで、現在の循環流量
に設定流量を加算した循環流量で循環させる循環流量増大制御を繰り返し実行して、目標
温度範囲内に加熱できる最大の循環流量を求めて、その最大の循環流量で循環させること
ができる。
【００３４】
〔効果〕
加熱器の余熱で熱媒を目標温度に加熱するので、循環流量が加熱器の余熱に比べて多すぎ
ると、目標温度に加熱されていない熱媒が対応する熱消費端末に供給されてしまって、か
えって、熱消費端末の機能を損なうおそれがあるが、循環流量を徐々に増大させることに
より、目標温度範囲内に加熱できる最大の循環流量で効率良く熱媒を循環させて、目標温
度に加熱した熱媒を対応する熱消費端末に確実に供給できるので、熱消費端末の機能を損
なうおそれが少ない。
【００３５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明にかかる熱媒循環式加熱装置をエンジンヒートポンプ式冷暖房給湯システム
に適応した例を図面に基づいて説明する。
【００３６】
〔第１実施形態〕
このエンジンヒートポンプ式冷暖房給湯システムは、図１および図２に示すように、貯湯
ユニットＡと、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂとから構成されている。
【００３７】
前記貯湯ユニットＡは、この貯湯ユニットＡの運転を制御する貯湯ユニット制御部Ｃ、貯
湯タンク（熱消費端末の一例) １、熱媒としての湯水を加熱する加熱器としてのヒートポ
ンプ式加熱器（以下、ＨＰ加熱器と略称する) ３３、暖房用端末（熱消費端末の一例) ２
、湯水をＨＰ加熱器３３と貯湯タンク１や暖房用端末２とに亘って循環させるための循環
路３などから構成され、循環ポンプＰ１の作動で湯水を循環路３に沿って循環させながら
、ＨＰ加熱器３３にて貯湯用や暖房用の目標温度の湯に加熱して、温度成層を形成する状
態で貯湯タンク１内に貯湯したり、暖房用端末２にて放熱させ、また、貯湯タンク１内に
貯湯された湯水を給湯するように構成されている。
【００３８】
前記貯湯タンク１内には、上から順に、貯湯設定温度の湯の貯湯量が最低確保量以上であ
るかを、その湯温を検出することにより検出する最上部サーミスタＳ１、その貯湯量が少
以上であるかを、その湯温を検出することにより検出する上部サーミスタＳ２、その貯湯
量が中以上であるかを、その湯温を検出することにより検出する中部サーミスタＳ３、そ
の貯湯量が満以上であるかを、その湯温を検出することにより検出する底部サーミスタＳ
４が設けられている。
そして、使用者の必要に応じて貯湯リモコンＲ２などにより、貯湯タンク１内の目標貯湯
量を、「少」、「中」、「満」の３つの貯湯量からひとつを選択できるようにしている。
【００３９】
前記貯湯タンク１には、その底部から貯湯タンク１に水道水圧を用いて給水する給水路５
と、その上部から風呂場や台所などに給湯するための給湯路６とが接続され、風呂場や台
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所などで使用された量だけの水を給水路５から貯湯タンク１に給水するように構成されて
いる。
前記給湯路６には、給水路５から分岐された混合用給水路７が接続され、その接続箇所に
給湯路６からの湯水と混合用給水路７からの水との混合比を調整自在なミキシングバルブ
８が設けられている。
前記給水路５と混合用給水路７との分岐箇所には、給水温度を検出する給水サーミスタ９
が設けられ、給水路５および混合用給水路７の夫々には、逆止弁１０が設けられている。
ちなみに、給湯路６には、オーバーフロー路１１が接続され、そのオーバーフロー路１１
にエアー抜き弁１２が設けられている。
【００４０】
また、給湯路６におけるミキシングバルブ８よりも上流側には、貯湯タンク１の上部から
給湯路６に給湯された湯水の温度を検出する貯湯出口サーミスタ１３が設けられ、給湯路
６におけるミキシングバルブ８よりも下流側には、ミキシングバルブ８にて混合された湯
水の温度を検出するミキシングサーミスタ１４、給湯路６の湯水の流量を調整する給湯用
水比例バルブ１５、給湯路６を通流する湯水の流量を検出する給湯流量センサ２０が設け
られている。
【００４１】
前記給湯路６を通して風呂場や台所に給湯するときには、給湯目標温度としての給湯設定
温度、貯湯出口サーミスタ１３および給水サーミスタ９の検出情報に基づいて、給湯する
湯水の温度が給湯設定温度になるようにミキシングバルブ８の開度を調整するとともに、
ミキシングサーミスタ１４の検出情報に基づいて、その検出温度と給湯設定温度との偏差
に基づいてミキシングバルブ８の開度を微調整することにより、給湯設定温度の湯水を給
湯するように構成されている。
【００４２】
前記循環路３は、その途中に、湯水を貯湯タンク１を通ってＨＰ加熱器３３に循環させる
ための貯湯用循環路２５と、湯水を暖房用端末２を通ってＨＰ加熱器３３に循環させるた
めの放熱用循環路２６とを並列に設けて、貯湯タンク１と暖房用端末２とを互いに並列に
設けてある。
また、貯湯用循環路２５をＨＰ加熱器３３にて加熱された温水を貯湯タンク１の上部に供
給するように接続するとともに、貯湯タンク１内の底部の湯水を取り出す取り出し路２７
に放熱用循環路２６を接続して、ＨＰ加熱器３３にて加熱した湯水を貯湯タンク１と暖房
用端末２とに亘って循環させるように構成し、放熱用循環路２６の暖房用端末２よりも下
流側には湯水を貯湯タンク１内に戻す戻し路２１を接続してある。
【００４３】
そして、貯湯用循環路２５に貯湯用開閉弁２８を設け、放熱用循環路２６の暖房用端末２
よりも上流側に戻し開閉弁２９を設け、放熱用循環路２６の戻し路２１との接続箇所より
も下流側に放熱循環用開閉弁２３を設け、戻し路２１に初期貯湯用開閉弁２２を設けて、
貯湯用開閉弁２８を開弁させることによって、循環路３を通流する湯水を貯湯タンク１内
の上部に供給できるようにし、戻し開閉弁２９と放熱循環用開閉弁２３とを開弁させるこ
とによって、循環路３を通流する湯水を暖房用端末２を通してＨＰ加熱器３３に戻すこと
ができるようにしている。
ちなみに、取り出し路２７には、貯湯タンク１内の湯水を排水するための排水路３０が接
続され、その排水路３０の途中部には、安全弁３１と手動バルブ３２とが並列に接続され
ている。
【００４４】
前記ＨＰ加熱器３３は、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂにより供給される冷媒で湯
水を加熱するように構成され、湯水のＨＰ加熱器３３からの出温度を検出する加熱温度サ
ーミスタ６１がＨＰ加熱器３３の下流側の循環路３に設けられ、ＨＰ加熱器３３の上流側
の循環路３に、循環路３を通流する湯水の循環流量Ｒを検出する循環流量センサ６２と、
循環ポンプＰ１と、循環路３を循環する湯水の循環流量Ｒを調整自在な循環流量調整バル
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ブ６５とが設けられている。
【００４５】
そして、循環流量センサ６２の検出情報に基づいて、循環流量調整バルブ６５の開度を調
整することにより循環路３における循環流量Ｒを調整するように構成され、加熱温度サー
ミスタ６１の検出情報に基づいて、循環路３における循環流量Ｒを調整することにより、
ＨＰ加熱器３３にて加熱された後の循環路３を通流する湯水の温度を調整自在に構成され
、循環調整手段Ｆが、循環流量センサ６２、循環流量調整バルブ６５、加熱温度サーミス
タ６１などにより構成されている。
【００４６】
このようにして、貯湯用開閉弁２８、戻し開閉弁２９などの夫々の開閉弁を開閉制御する
ことにより、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水をＨＰ加熱器３３にて加熱したのち
、その温水を貯湯タンク１の上部に戻したり、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水を
ＨＰ加熱器３３にて加熱したのち、暖房用端末２にて放熱させてＨＰ加熱器３３に戻すよ
うに構成され、湯水を循環路３に沿って循環させる湯水循環手段Ｅが、循環路３、循環ポ
ンプＰ１、および、初期貯湯用開閉弁２２、放熱循環用開閉弁２３、貯湯用開閉弁２８、
戻し開閉弁２９などにより構成されている。
【００４７】
そして、湯水循環手段Ｅが、初期貯湯用開閉弁２２や放熱循環用開閉弁２３、貯湯用開閉
弁２８、戻し開閉弁２９の開閉操作で、ＨＰ加熱器３３にて加熱した湯水を貯湯タンク１
内に貯湯されるように循環させる貯湯運転状態と、ＨＰ加熱器３３にて加熱した湯水を暖
房用端末２に供給する形態で循環させる暖房運転状態とに切り換え自在に構成されている
。
【００４８】
前記暖房用端末２は、暖房ポンプＰ２を作動させることにより、暖房戻り路４６および暖
房往き路４７を通して循環する暖房用熱媒としての温水と、放熱用循環路２６を循環する
湯水とを熱交換するように設けられ、暖房戻り路４６には、上流側から順に、暖房戻り路
４６の暖房用熱媒の温度を検出する暖房戻りサーミスタ４８、補給水タンク４９、暖房ポ
ンプＰ２が設けられ、暖房往き路４７には、暖房往き路４７の暖房用熱媒の温度を検出す
る暖房往きサーミスタ５０が設けられている。
【００４９】
前記補給水タンク４９には、水位の上限を検出する上限センサ５１と下限を検出する下限
センサ５２とが設けられ、補給水タンク４９に給水するためのタンク給水路５３が接続さ
れ、そのタンク給水路５３には、補給水電磁弁５４が設けられている。
また、暖房戻り路４６の暖房用熱媒を暖房用端末２を迂回して暖房往き路４７に供給する
暖房バイパス路５５が設けられている。
暖房操作手段Ｊが、暖房戻りサーミスタ４８、暖房ポンプＰ２、暖房往きサーミスタ５０
などで構成されている。
【００５０】
前記エンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂは、空調対象空間の空調用やＨＰ加熱器３３に
おける加熱作動用に設けられ、図２に示すように、複数の室内機７１、室外機７２、室内
機７１および室外機７２の運転を制御するヒートポンプ運転制御部Ｄとから構成され、複
数の空調対象空間（例えば、各部屋）を空調することができるように構成されている。
また、室内機７１と室外機７２と貯湯ユニットＡにおけるＨＰ加熱器３３とは、冷媒配管
７３で接続され、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂにおける冷媒をＨＰ加熱器３３に
供給できるように構成されている。
【００５１】
前記複数の室内機７１の夫々には、電子膨張弁７４、室内熱交換器７５、その室内熱交換
器７５で温調した空気を空調対象空間へ送出する室内空調用送風機７６が備えられ、室内
熱交換器７５にて凝縮された冷媒の温度を検出する冷媒サーミスタ８９の検出情報に基づ
いて、電子膨張弁７４の開度を調整するようにしている。
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前記室外機７２には、ガスエンジン７７、冷媒圧縮機７８、アキュムレータ７９、四方弁
８０、室外熱交換器８１、その室外熱交換器に対し外気を通風する室外空調用送風機８２
が備えられ、ガスエンジン７７の排熱を外部に放熱するためのラジエーター８３、および
、ラジエーター用送風機８４も備えられ、ガスエンジン７７の冷却用の冷却水をラジエー
ター８３との間で循環させる冷却水路８５が設けられ、この冷却水路８５にラジエーター
用ポンプＰ４が設けられている。ヒートポンプ運転手段Ｋが、電子膨張弁７４、室内空調
用送風機７６、ガスエンジン７７、冷媒圧縮機７８、四方弁８０、室外空調用送風機８２
などにより構成されている。
【００５２】
そして、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂは、空調リモコンＲ１の指令に基づいてヒ
ートポンプ運転制御部Ｄにて運転が制御され、ガスエンジン７７により冷媒圧縮機７８を
作動させて、四方弁８０の切換え操作により空調冷房運転と空調暖房運転とを選択切換え
自在に構成され、室内機７１の電子膨張弁７４の開閉制御により、空調要求のある部屋の
空調を行うように構成されている。
また、ＨＰ加熱器３３にて循環路３の湯水を加熱するときには、空調暖房運転させるとと
もに、ＨＰ加熱器３３における冷媒圧力が設定目標圧力になるように冷媒圧縮機７８の回
転速度と加熱用電子膨張弁７４ａを制御して、ＨＰ加熱器３３に冷媒を供給するように構
成されている。
【００５３】
前記空調冷房運転においては、図２の実線矢印に示すように、冷媒圧縮機７８から吐出さ
れる高圧乾き蒸気冷媒を、四方弁８０を介して室外熱交換器８１に供給し、この室外熱交
換器８１において外気との熱交換により凝縮される。
そして、室外熱交換器８１から送出される凝縮工程通過冷媒を、電子膨張弁７４を介して
室内熱交換器７５に供給し、この室内熱交換器７５において冷却対象空気との熱交換によ
り蒸発される。
その後、室内熱交換器７５から送出される低圧乾き蒸気冷媒を、四方弁８０およびアキュ
ムレータ７９を介して冷媒圧縮機７８の吸入口に戻す。
【００５４】
前記空調暖房運転においては、図２の点線矢印に示すように、冷媒圧縮機７８から吐出さ
れる高圧乾き蒸気冷媒を、四方弁８０を介して室内熱交換器７５およびＨＰ加熱器３３に
供給し、室内熱交換器７５においては加熱対象空気との熱交換により凝縮され、ＨＰ加熱
器３３においては循環路３の湯水との熱交換により凝縮される。
そして、室内熱交換器７５およびＨＰ加熱器３３から送出される凝縮工程通過冷媒を、電
子膨張弁７４を介して室外熱交換器８１に供給し、この室外熱交換器８１において外気と
の熱交換により蒸発される。
その後、室外熱交換器８１から送出される低圧乾き蒸気冷媒を四方弁８０およびアキュム
レータ７９を介して冷媒圧縮機７８の吸入口に戻す。
【００５５】
前記貯湯ユニット制御部Ｃとヒートポンプ運転制御部Ｄとは、図３に示すように、エンジ
ンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂが空調運転中であることや、エンジンヒートポンプ式冷暖
房装置Ｂへの駆動要求などの制御信号を送受信可能に構成にされ、貯湯ユニット制御部Ｃ
とヒートポンプ運転制御部Ｄとにより運転制御手段Ｕが構成されている。
【００５６】
そして、空調対象空間としての各部屋に設置されている空調リモコンＲ１の指令に基づい
て、空調リモコンＲ１から空調冷房要求や空調暖房要求などの空調要求があると、ヒート
ポンプ運転制御部Ｄがヒートポンプ運転手段Ｋの運転を制御し、空調リモコンＲ１による
空調要求に基づいて、ガスエンジン７７により冷媒圧縮機７８を作動させて、四方弁８０
の切換え操作により空調冷房運転と空調暖房運転とを選択切換え、室内機７１の電子膨張
弁７４の開閉制御により、各空調対象空間への空調を切り換えて、ヒートポンプ運転手段
Ｋを制御するように構成されている。
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【００５７】
また、貯湯リモコンＲ２の指令に基づいて、湯水循環手段Ｅにて循環される湯水をＨＰ加
熱器３３にて貯湯用目標温度の湯に加熱して温度成層を形成する状態で貯湯タンク１内に
貯湯する貯湯運転、貯湯タンク１内に所定量の温水を所定時間までに貯湯する予約貯湯運
転、湯水循環手段Ｅにて循環される湯水をＨＰ加熱器３３にて暖房用目標温度の湯に加熱
して暖房用端末２で放熱させる暖房運転、給湯運転の夫々の運転を実行するように構成さ
れている。
【００５８】
前記貯湯ユニットＡの運転について説明すると、貯湯リモコンＲ２の要求指令などに基づ
いて、貯湯ユニット制御部Ｃが、湯水循環手段Ｅ、循環調整手段Ｆ、給湯操作手段Ｇ、暖
房操作手段Ｊの夫々の運転を制御して、貯湯運転、暖房運転、給湯運転を実行するように
構成され、この貯湯ユニット制御部Ｃが、湯水循環手段Ｅによる湯水の循環流量ＲとＨＰ
加熱器３３の加熱作動とを制御する加熱制御手段に構成されている。
【００５９】
そして、図４に示すように、給湯要求があると（ステップ１) 給湯運転を実行し（ステッ
プ２) 、暖房要求、つまり、暖房用端末２への湯水供給要求があると（ステップ３) 暖房
運転を実行し（ステップ４) 、貯湯要求、つまり、貯湯タンク１への湯水供給要求がある
と（ステップ５) 貯湯運転を実行する（ステップ６) 。
【００６０】
前記貯湯運転は、貯湯タンク１内の貯湯量が最低確保量未満になったり、予約貯湯運転が
指令されているときに、貯湯タンク１に貯湯設定温度の温水を目標貯湯量貯湯するための
時刻になるなどして貯湯条件が満たされると、図５に示すように、湯水循環手段Ｅにて循
環される湯水をＨＰ加熱器３３にて貯湯用目標温度に加熱して、温度成層を形成する状態
で貯湯タンク内に貯湯設定温度の湯を貯湯目標量貯湯する貯湯用加熱制御を実行した後に
（ステップ１０) 、ＨＰ加熱器３３の余熱（残熱) を貯湯用に回収する余熱回収用加熱制
御Ａを実行する（ステップ１１) ように構成されている。
【００６１】
また、暖房運転は、暖房用端末２への湯水供給要求があると、図６に示すように、湯水循
環手段Ｅにて循環される湯水をＨＰ加熱器３３にて暖房用目標温度に加熱して、暖房用端
末２に供給する暖房用加熱制御を実行した後に（ステップ２０) 、ＨＰ加熱器３３の余熱
（残熱) を貯湯用に回収する余熱回収用加熱制御Ｂや、ＨＰ加熱器３３の余熱（残熱) を
暖房用に回収したり、予約貯湯運転が指令されているときに貯湯用に回収する余熱回収用
加熱制御Ｃを実行する（ステップ２１) ように構成されている。
【００６２】
前記貯湯用加熱制御を、図７に示すフローチャートに基づいて、具体的に説明する。
加熱用電子膨張弁７４ａを開状態に制御してエンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂを空調
暖房運転させて、ＨＰ加熱器３３に冷媒を供給させるとともに、図１中の点線矢印に示す
ように、湯水循環手段Ｅを、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水をＨＰ加熱器３３に
て加熱したのち、その温水を貯湯タンク１の下部に戻す形態の初期貯湯運転状態に切り換
えて運転させる（ステップ３０) 。
【００６３】
すなわち、貯湯用開閉弁２８と放熱循環用開閉弁２３とを閉弁させるとともに初期貯湯用
開閉弁２２と戻し開閉弁２９とを開弁させて、循環ポンプＰ１を作動させ、貯湯タンク１
の底部から取り出した湯水をＨＰ加熱器３３にて加熱したのち、その湯水を貯湯タンク１
の底部に戻す形態で貯湯タンク１内の湯水を加熱するようにしている。
【００６４】
そして、加熱温度サーミスタ６１による検出温度が貯湯許容温度未満であるか否かを判定
し（ステップ３１) 、検出温度が貯湯許容温度以上であると判定したときは、図１中の実
線矢印に示すように、湯水循環手段Ｅを、貯湯タンク１内に湯水が温度成層を形成して貯
湯されるように、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水をＨＰ加熱器３３にて加熱した
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のち、その温水を貯湯タンク１の上部に供給する形態で湯水が循環するヒートポンプ貯湯
運転状態（ＨＰ貯湯運転状態) に切り換えて、ＨＰ加熱器３３による湯水の加熱温度が、
貯湯タンク１に応じた目標温度である貯湯用目標温度範囲の温度になるように、湯水循環
手段Ｅによる湯水の循環流量Ｒを増減制御する（ステップ３２) 。
【００６５】
つまり、貯湯用開閉弁２８を開弁させるとともに、初期貯湯用開閉弁２２と戻し開閉弁２
９とを閉弁させて、循環ポンプＰ１を作動させ、貯湯タンク１内に湯水が温度成層を形成
して貯湯されるように、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水をＨＰ加熱器３３にて加
熱したのち、その湯水を貯湯タンク１の上部に戻す形態で貯湯タンク１内の湯水を加熱し
て、加熱温度サーミスタ６１による検出温度に基づいて、貯湯タンク１の上部に供給され
る湯水の温度が貯湯設定温度になるように循環流量調整バルブ６５の開度を調整する。
【００６６】
ちなみに、貯湯許容温度は、例えば、貯湯設定温度よりも２０℃低い温度として設定され
、循環流量Ｒを調整することによりＨＰ加熱器３３にて加熱された湯水の温度を貯湯目標
温度範囲の温度にすることができるような温度に設定されている。
【００６７】
そして、目標貯湯量に対応する上部サーミスタＳ２又は中部サーミスタＳ３または底部サ
ーミスタＳ４が貯湯設定温度の湯温を検出するか否かにより、目標貯湯量の湯水が貯湯さ
れたか否かを判定し（ステップ３３) 、目標貯湯量の湯水が貯湯された、つまり、貯湯要
求がなくなったと判定すると、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置ＢからＨＰ加熱器３３
への冷媒供給を停止させることによって、ＨＰ加熱器３３の加熱作動を停止させて（ステ
ップ３４) 、貯湯用加熱制御の実行を終了する。
【００６８】
次に、貯湯用加熱制御の実行を終了した後に、加熱作動が停止されているＨＰ加熱器３３
を通過した湯水がＨＰ加熱器３３の余熱で貯湯用目標温度の温度になるように循環流量Ｒ
を制御して貯湯タンク１内の上部に貯湯する余熱回収用加熱制御Ａを説明する。
【００６９】
図８に示すように、循環流量Ｒが設定最小循環流量になるように循環流量調整バルブ６５
の開度を調整して循環させる（ステップ４０) 。
尚、設定最小循環流量は、ＨＰ加熱器３３の蓄熱量や熱伝達効率、流路過熱限界から設定
された流量である。
【００７０】
そして、ＨＰ加熱器３３を通過した湯水が貯湯用目標温度範囲の温度を越えて加熱されて
いるか否かを加熱温度サーミスタ６１による検出温度に基づいて判定し（ステップ４１，
４２) 、貯湯用目標温度範囲を越えて加熱されていると判定したときは、余熱の量が現在
の循環流量Ｒに比較して多いので、貯湯用目標温度範囲内に加熱されるまで、現在の循環
流量Ｒに設定流量を加算した循環流量Ｒになるように循環流量調整バルブ６５の開度を調
整（ステップ４６) する循環流量増大制御（ステップ４１，４２，４６) を繰り返し実行
する。
【００７１】
また、ＨＰ加熱器３３の余熱が減少してきて、ＨＰ加熱器３３を通過した湯水が貯湯用目
標温度範囲の温度を下回ると、現在の循環流量Ｒに設定流量を減算した循環流量Ｒになる
ように循環流量調整バルブ６５の開度を調整し（ステップ４３) 、循環流量Ｒが最低流量
未満になると（ステップ４４) 、循環ポンプＰ１の作動を停止させるとともに、貯湯用開
閉弁２８を閉弁させる貯湯用運転終了処理（ステップ４５) を行って、余熱回収用加熱制
御Ａを終了する。
尚、最低流量は、後沸き現象の発生や余熱回収の有効性を考慮して設定された貯湯ユニッ
トＡに固有の流量である。
【００７２】
前記暖房用加熱制御を、図９に示すフローチャートに基づいて、具体的に説明する。
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図９に示すように、加熱用電子膨張弁７４ａを開状態に制御してエンジンヒートポンプ式
冷暖房装置Ｂを空調暖房運転させて、ＨＰ加熱器３３に冷媒を供給させるとともに、図１
中の点線矢印に示すように、湯水循環手段Ｅを、貯湯タンク１の底部から取り出した湯水
をＨＰ加熱器３３にて加熱したのち、その温水の熱を暖房用端末２において放熱させて貯
湯タンク１の下部に戻す形態の暖房運転状態に切り換えるとともに、加熱温度サーミスタ
６１による検出温度が暖房用目標温度になるように循環流量Ｒを制御する（ステップ５０
) 。
【００７３】
すなわち、貯湯用開閉弁２８と初期貯湯用開閉弁２２とを閉弁させるとともに、戻し開閉
弁２９と放熱循環用開閉弁２３とを開弁させて、循環ポンプＰ１を作動させ、加熱温度サ
ーミスタ６１による検出温度が暖房用端末２に応じた目標温度である暖房用目標温度にな
るように循環流量調整バルブ６５の開度を調整しながら、貯湯タンク１の底部から取り出
した湯水をＨＰ加熱器３３にて加熱したのち、その湯水を暖房用端末２を経由してＨＰ加
熱器３３に戻す形態で循環させて湯水を加熱するようにしている。
【００７４】
そして、暖房用端末２への湯水供給要求がなくなると（ステップ５１) 、エンジンヒート
ポンプ式冷暖房装置ＢからＨＰ加熱器３３への冷媒供給を停止させることによって、ＨＰ
加熱器３３の加熱作動を停止させて（ステップ５２) 、暖房用加熱制御の実行を終了する
。
【００７５】
前記暖房用加熱制御の実行を終了した後に、ＨＰ加熱器３３の余熱を貯湯用に回収する余
熱回収用加熱制御Ｂについて説明すると、図１０に示すように、湯水循環手段Ｅをヒート
ポンプ貯湯運転状態（ＨＰ貯湯運転状態) に切り換えて（ステップ６０) 、加熱作動が停
止されているＨＰ加熱器３３を通過した湯水の温度が貯湯用目標温度になるように循環流
量Ｒを制御して貯湯タンク１内の上部に貯湯する前述の余熱回収用加熱制御Ａを実行して
（ステップ６１) 、余熱回収用加熱制御Ｂを終了する。
【００７６】
次に、前記暖房用加熱制御の実行を終了した後に、ＨＰ加熱器３３の余熱を暖房用に回収
したり、予約貯湯運転が指令されているときに貯湯用に回収する余熱回収用加熱制御Ｃに
ついて、図１１に示すフローチャートに基づいて、具体的に説明する。
【００７７】
予約貯湯運転が指令されている否かを判定して（ステップ７０) 、予約貯湯運転が指令さ
れていない場合は、ＨＰ加熱器３３の余熱を暖房用に回収する制御を実行し、予約貯湯運
転が指令されている場合は、貯湯用に回収する制御を実行する。
【００７８】
つまり、予約貯湯運転が指令されていない場合は、循環流量Ｒが設定最小循環流量になる
ように循環流量調整バルブ６５の開度を調整して循環させる（ステップ７１) 。
尚、設定最小循環流量は、ＨＰ加熱器３３の蓄熱量や熱伝達効率、流路過熱限界から設定
された流量である。
【００７９】
そして、ＨＰ加熱器３３を通過した湯水が暖房用目標温度範囲の温度を越えて加熱されて
いるか否かを加熱温度サーミスタ６１による検出温度に基づいて判定し（ステップ７２，
７３) 、暖房用目標温度範囲を越えて加熱されていると判定したときは、余熱の量が現在
の循環流量Ｒに比較して多いので、暖房用目標温度範囲内に加熱されるまで、現在の循環
流量Ｒに設定流量を加算した循環流量Ｒになるように循環流量調整バルブ６５の開度を調
整（ステップ７７) する循環流量増大制御（ステップ７２，７３，７７) を繰り返し実行
する。
【００８０】
また、ＨＰ加熱器３３の余熱が減少してきて、ＨＰ加熱器３３を通過した湯水が暖房用目
標温度範囲の温度を下回ると、現在の循環流量Ｒに設定流量を減算した循環流量Ｒになる
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ように循環流量調整バルブ６５の開度を調整し（ステップ７４) 、循環流量Ｒが最低流量
未満になると（ステップ７５) 、循環ポンプＰ１の作動を停止させるとともに、戻し開閉
弁２９と放熱循環用開閉弁２３とを閉弁させる暖房用運転終了処理（ステップ７６) を行
って、余熱回収用加熱制御Ｃを終了する。
尚、最低流量は、後沸き現象の発生や余熱回収の有効性を考慮して設定された貯湯ユニッ
トＡに固有の流量である。
【００８１】
また、予約貯湯運転が指令されている場合は、前述の余熱回収用加熱制御Ｂを実行して（
ステップ７８) 、余熱回収用加熱制御Ｃを終了する。
【００８２】
〔第２実施形態〕
図１２は、第１実施形態で示した湯水をＨＰ加熱器３３にて加熱した湯水を貯湯タンク１
内に供給する形態で貯湯する方式の貯湯ユニットＡに代えて、貯湯用循環路２５を貯湯タ
ンク１内に通して、ＨＰ加熱器３３にて貯湯用目標温度に加熱した湯水の熱を貯湯タンク
１内の湯水と熱交換させることによって、貯湯タンク１内の湯水を設定貯湯温度に加熱し
て貯湯する方式の貯湯ユニットＡを示している。
【００８３】
前記貯湯タンク１内には、貯湯設定温度の湯の貯湯量が最低確保量以上であるかを、その
湯温を検出することにより検出する上部サーミスタＳ１と、貯湯設定温度の湯の貯湯量が
最大貯湯量以上であるかを、その湯温を検出することにより検出する底部サーミスタＳ４
が設けられ、通常は最低確保量が目標貯湯量として設定され、使用者の必要に応じて貯湯
リモコンＲ２などにより最大貯湯量を目標貯湯量として選択できるようにしている。
【００８４】
また、湯水循環手段Ｅが、貯湯用循環路２５に設けた貯湯用開閉弁２８を開弁するととも
に、放熱用循環路２６に設けた戻し開閉弁２９を閉弁して、ＨＰ加熱器３３にて加熱した
湯水を貯湯タンク１内の湯水と熱交換させて貯湯タンク１内に貯湯されるように循環させ
る貯湯運転状態と、貯湯用開閉弁２８を閉弁するとともに戻し開閉弁２９を開弁して、Ｈ
Ｐ加熱器３３にて加熱した湯水を暖房用端末２にて放熱させる形態で循環させる暖房運転
状態とに切り換え自在に構成されている。
【００８５】
本実施形態の貯湯ユニットＡの運転について、第１実施形態と異なる制御部分について説
明する。
【００８６】
前記貯湯用加熱制御においては、図１３のフローチャートに示すように、加熱用電子膨張
弁７４ａを開状態に制御してエンジンヒートポンプ式冷暖房装置Ｂを空調暖房運転させて
、ＨＰ加熱器３３に冷媒を供給させるとともに、湯水循環手段Ｅを貯湯運転状態に切り換
えて、加熱温度サーミスタ６１による湯水の検出温度が所定の貯湯用目標温度になるよう
に、湯水循環手段Ｅによる湯水の循環流量Ｒを増減制御する（ステップ８０) 。
【００８７】
つまり、貯湯用開閉弁２８を開弁するとともに戻し開閉弁２９を閉弁させて、循環ポンプ
Ｐ１を作動させ、貯湯用循環路２５を循環する湯水の温度が貯湯用目標温度になるように
循環流量調整バルブ６５の開度を調整する。
【００８８】
そして、目標貯湯量に対応する上部サーミスタＳ１または底部サーミスタＳ４が貯湯設定
温度の湯温を検出したか否かにより、目標貯湯量の湯水が貯湯されたか否かを判定し（ス
テップ８１) 、目標貯湯量の湯水が貯湯された、つまり、貯湯要求がなくなったと判定す
ると、エンジンヒートポンプ式冷暖房装置ＢからＨＰ加熱器３３への冷媒供給を停止させ
ることによって、ＨＰ加熱器３３の加熱作動を停止させて（ステップ８２) 、貯湯用加熱
制御の実行を終了する。
【００８９】
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図８に示す余熱回収用加熱制御Ａにおいては、ステップ４５において、循環ポンプＰ１の
作動を停止させるとともに、貯湯用開閉弁２８を閉弁する貯湯用運転終了処理を実行する
。
【００９０】
図９に示す暖房用加熱制御においては、ステップ５０において、湯水循環手段Ｅを貯湯用
開閉弁２８を閉弁するとともに戻し開閉弁２９を開弁させる暖房運転状態に切り換える。
【００９１】
図１０に示す余熱回収用加熱制御Ｂにおいては、ステップ６０において、湯水循環手段Ｅ
を貯湯用開閉弁２８を開弁するとともに戻し開閉弁２９を閉弁させる貯湯運転状態に切り
換える。
【００９２】
図１１に示す余熱回収用加熱制御Ｃにおいては、ステップ７６において、循環ポンプＰ１
の作動を停止させるとともに、戻し開閉弁２９を閉弁する暖房用運転終了処理を実行する
。
その他の構成は第１実施形態と同様であるので、その説明は省略する。
【００９３】
〔その他の実施形態〕
１．本発明による熱媒循環式加熱装置は、流量を調整自在な可変能力ポンプを設けて、そ
の可変能力ポンプで循環路を循環する熱媒の循環流量を調整するように構成しても良い。
２．本発明による熱媒循環式加熱装置は、熱媒を加熱する加熱器として、バーナの燃焼に
より熱媒を加熱する瞬間式加熱装置を設けてあっても良い。
３．本発明による熱媒循環式加熱装置は、熱消費端末として、風呂の湯張り運転や追焚き
運転を行うために湯水を加熱する風呂用端末を設けてあっても良い。
４．本発明による熱媒循環式加熱装置は、加熱制御手段が、熱消費端末への熱媒供給要求
があると、加熱器による熱媒の加熱温度が熱消費端末に応じた目標温度になるように加熱
器の加熱量のみを制御するように構成されていても良いし、加熱器による熱媒の加熱温度
が熱消費端末に応じた目標温度になるように循環流量を制御し、かつ、加熱器の加熱量も
制御するように構成されていても良い。
５．本発明による熱媒循環式加熱装置は、熱媒として、湯水，熱油，有機熱媒体などの液
状熱媒の他、空気などのガス状熱媒を循環させるものであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】貯湯ユニットの概略構成図
【図２】エンジンヒートポンプ式冷暖房装置の概略構成図
【図３】エンジンヒートポンプ式冷暖房給湯システムの制御ブロック図
【図４】貯湯ユニット制御部の制御動作を示すフローチャート
【図５】貯湯運転における制御動作を示すフローチャート
【図６】暖房運転における制御動作を示すフローチャート
【図７】貯湯用加熱制御を示すフローチャート
【図８】余熱回収用加熱制御Ａを示すフローチャート
【図９】暖房用加熱制御を示すフローチャート
【図１０】余熱回収用加熱制御Ｂを示すフローチャート
【図１１】余熱回収用加熱制御Ｃを示すフローチャート
【図１２】第２実施形態の貯湯ユニットの概略構成図
【図１３】第２実施形態の貯湯用加熱制御を示すフローチャート
【符号の説明】
Ｃ　　加熱制御手段
Ｅ　　熱媒循環手段
Ｒ　　循環流量
１　　熱消費端末（貯湯タンク)
２　　熱消費端末（暖房用端末)
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３　　循環路
６　　給湯路
３３　加熱器

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【図１０】
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